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萩
・
田
万
川
温
泉
特
急
バ
ス

萩
市
役
所
シ
ャ
ト
ル
便

　

合
併
前
ま
で
バ
ス
路
線
と
し
て

接
続
し
て
い
な
か
っ
た
む
つ
み
地

域
と
須
佐
地
域
を
結
び
、
萩
地
域

と
田
万
川
地
域
を
直
結
す
る「
萩
・

田
万
川
温
泉
特
急
バ
ス
」
を
、
昨

年
４
月
か
ら
試
験
運
行
し
て
き
ま

し
た
。

　

４
月
か
ら
１
月
ま
で
の
利
用
者

数
は
延
べ
２
２
８
６
人
、
1
便
あ

た
り
約
1.9
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し

た
。

バスネットワーク実施報告

地　域 運行日数 運行便数 利用者数 1便あたり
利用者数

川上地域 550 1,164 5,828 5.0

むつみ地域 571 1,142 1,850 1.6

旭地域 743 1,043 1,209 1.2

福栄地域 535 1,215 4,710 3.9

合計 2,399 4,564 13,597 3.0

運行日数 運行便数 利用者数 1便あたり
利用者数

304 1,215 2,286 1.9

平成17年４月～平成18年１月

萩
・
田
万
川
温
泉
特
急
バ
ス

　合併により広大な面積となった萩市の一体性と利便性を確保するため、昨年
４月１日から公共交通手段がない集落を対象に、地域の主要施設と交通拠点ま
での移動手段として地域巡回バス「ぐるっとバス」を運行しています。
　また、地域間を結ぶ路線バス「萩・田万川温泉特急バス」や各総合事務所か
ら市役所までの「萩市役所シャトル便」を試験運行してきましたが、利用が少
ないことから３月末で廃止します。

　

萩
〜
む
つ
み
間
、
須
佐
〜
田
万

川
間
の
利
用
は
あ
る
も
の
の
、
む

つ
み
〜
須
佐
間
の
利
用
が
非
常
に

少
な
い
状
況
の
た
め
、
３
月
31
日

で
運
行
を
廃
止
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

商
工
課

（
２
５
・
３
１
０
８
）

３月末で廃止します

　

市
役
所
で
の
相
談
や
各
種
手
続

き
に
利
用
で
き
る
「
萩
市
役
所

シ
ャ
ト
ル
便
」
を
、
昨
年
４
月
か

ら
試
験
運
行
し
て
き
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
１
月
ま
で
の
一
般
利

用
者
数
は
延
べ
１
０
４
人
、
１

便
あ
た
り
約
0.1
人
と
利
用
が
少
な

く
、
相
談
や
各
種
手
続
き
の
多
く

が
総
合
事
務
所
で
済
ま
せ
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
３
月
31
日
で
運
行
を

廃
止
し
ま
す
。 萩

市
役
所
シ
ャ
ト
ル
便

　

４
月
以
降
は
、
総
合
事
務
所
が

地
域
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と

し
て
、
さ
ら
に
本
庁
と
の
連
携
を

密
に
し
、「
地
域
完
結
型
」
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
図
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　
　

（
２
５
・
３
４
３
９
）

３月末で廃止します

ぐるっとバス利用実績

萩・田万川温泉特急バス利用実績
平成17年４月～平成18年１月

　

川
上
・
む
つ
み
・
旭
・
福
栄
地

域
で
、
総
合
事
務
所
や
診
療
所
等

の
地
域
の
拠
点
を
結
ぶ
「
ぐ
る
っ

と
バ
ス
」
の
運
行
を
、
昨
年
４
月

か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
１
月
ま
で
の
利
用
者

数
は
１
万
３
５
９
７
人
で
、
1
便

あ
た
り
約
３
人
の
利
用
が
あ
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
足
と
し
て
定
着

し
て
き
ま
し
た
。
４
月
以
降
も
引

き
続
き
運
行
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
４
月
１
日
か
ら
は
、
田

万
川
・
須
佐
地
域
で
も
、
ぐ
る
っ

と
バ
ス
の
運
行
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

４月以降も継続します

▲川上地域のぐるっとバス

ぐ
る
っ
と
バ
ス

ぐ
る
っ
と
バ
ス

人人

人 人
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■
地
域
協
議
会
と
は

　

合
併
し
て
面
積
が
広
大
に
な
っ
た

萩
市
で
は
、
住
民
の
意
見
を
市
の
施

策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
合
併
前
の

議
員
94
人
が
在
任
し
、
各
地
域
の
産

業
、
伝
統
、
文
化
な
ど
特
性
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　
「
地
域
協
議
会
」
は
、
議
員
の
在

任
期
間
が
満
了
す
る
４
月
30
日
以
降

も
住
民
の
意
見
を
施
策
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

取
り
ま
と
め
て
市
長
に
提
言
す
る
新

し
い
機
関
で
す
。

■
主
な
役
割

　

合
併
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
新
市
建
設
計
画
や
基
本

構
想
、
地
域
づ
く
り
事
業
な
ど
、
市

長
が
意
見
を
求
め
た
こ
と
に
つ
い
て

地
域
協
議
会
を
設
置

地
域
の
意
見
を
市
政
に
反
映
し
ま
す

市
で
は
、
４
月
末
に
議
員
の
在
任
特
例
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
住
民

の
意
見
を
行
政
に
反
映
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
施
策
を
効
果
的
に
推
進

す
る
た
め
、
合
併
前
の
市
町
村
の
区
域
ご
と
に
５
月
か
ら
「
地
域
協
議
会
」

を
設
置
し
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
募
集
人
員　

地
域
協
議
会
ご
と

に
５
人
程
度
（
公
募
委
員
）

■
応
募
資
格　

市
内
（
各
地
域
）

在
住
の
満
20
歳
以
上
（
平
成
18
年

５
月
１
日
現
在
）
の
方
で
、
次
の

条
件
を
満
た
す
方
と
し
ま
す
。

①
地
域
づ
く
り
や
地
域
振
興
施
策

に
関
心
の
あ
る
方

②
地
域
協
議
会
に
出
席
で
き
る
方

（
年
間
5
回
程
度
を
予
定
）

■
報
酬
額　

１
回
５
０
０
０
円

■
募
集
期
間　

３
月
10
日
〜
31
日

■
応
募
方
法　

地
域
調
整
課
ま
た

は
各
総
合
事
務
所
地
域
振
興
課
備

地
域
協
議
会
委
員

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、「
合
併
後
の
新
『
萩

市
』
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
」

の
作
文
（
４
０
０
字
程
度
）
を
添

え
て
、
郵
送
ま
た
は
持
参

■
選
考
方
法　

地
域
ご
と
に
書
類

選
考

■
任
期　

５
月
１
日
〜
平
成
20
年

４
月
30
日

■
申
し
込
み

〒
７
５
８
|
８
５
５
５
萩
市
地
域

調
整
課
（
２
５
・
３
３
５
９
）

ま
た
は
各
総
合
事
務
所
地
域
振
興

募
集

市

田万川
地域協議会

萩
地域協議会

川　上
地域協議会

旭
地域協議会

福　栄
地域協議会

むつみ
地域協議会

須　佐
地域協議会

諮問

答申諮問

答申

協
議
し
、
意
見
を
取
り
ま
と
め
て
市

長
に
提
言
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
課
題
等
に
つ
い
て

協
議
し
、
市
長
に
提
言
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。　

■
組
織
の
概
要

　

萩
、
川
上
、
田
万
川
、
む
つ
み
、

須
佐
、
旭
、
福
栄
の
７
地
域
ご
と
に
、

公
共
的
団
体
等
の
役
職
員
、
学
識
経

験
者
、
一
般
公
募
で
選
任
さ
れ
た
15

人
以
内
の
委
員
で
構
成
し
ま
す
。
委

員
の
任
期
は
２
年
で
す
。

　

会
議
は
、
年
５
回
程
度
開
催
す
る

予
定
で
す
。

■
設
置
期
間

　

新
市
建
設
計
画
の
期
間
で
あ
る
平

成
27
年
３
月
末
ま
で
の
約
９
年
間
で

す
。

５月から

諮問

答申

諮問

答申
諮問

答申

諮問

答申

諮問

答申
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〝
障
害
者
自
立
支
援
法
〞

相談支援事業、地域活動支援センター、コミュニケーション支援事業、日常生
活用具、移動支援事業、その他任意事業（デイサービス等）［10月から実施］

地域生活支援事業 自立支援給付以外に、市町村が地域の実情にあわせ、障害のある人の地
域における生活を支える様々なサービス

障
害
者
自
立
支
援
法
と
は

　

障
害
の
あ
る
人
が
地
域
で
自
立
し

た
生
活
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目

指
す
も
の
で
、
障
害
の
程
度
や
種
別

に
関
わ
ら
ず
、
障
害
の
あ
る
人
の
状

態
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
適
切
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
新
し
い
制

度
で
す
。

新
制
度
の
ポ
イ
ン
ト

●
障
害
の
種
別
に
関
わ
ら
ず
、
障
害

の
あ
る
人
が
必
要
と
す
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
一
元
化
し
、
施
設
・
事
業
を

再
編
し
ま
す
。

〝
障
害
者
自
立
支
援
法
〞が
施
行
さ
れ
ま
す

　利用者負担は、従来の収入・所
得に応じた応能負担から、利用し
たサービスの10％の定率負担に
変わります。
　定率負担、実費負担のそれぞれ
に、低所得の方に配慮した軽減制
度があります。詳しくは、お問い
合わせください。

自立支援給付

■問い合わせ　高齢・障害福祉課
障害福祉係（２５・３５２３）
または各総合事務所健康福祉課

４月から
サービスを利用する際は
１割の負担が必要です

４
月
か
ら

自立支援医療
障害にかかる公費負担医療（更正医療・育成医療・精神通院公費）が一本化さ
れます。自己負担は原則医療費の１割で、入院時の食費も原則自己負担。
ただし、所得に応じて一定の負担上限を設定。［４月から実施］

障害の種別（身体障害・知的障害・精神障害）にかかわらず、障害のある人の
自立支援を目的に全国一律で共通に提供するサービス

補 装 具 現物給付から、補装具費（購入費・修理費）の支給に。１割の利用者負担。
ただし、所得に応じて一定の負担上限を設定。［10月から実施］

サービス内容を一元化した新しい給付体系。障害のある人の心身の状況、社会
活動や介護者・居住等の状況、サービスの利用意向等を踏まえ、必要なサービ
ス量が支給決定されます。

障害者福祉
サービス
［10月から実施］

•共同生活介護（ケアホーム）
•短期入所（ショートステイ）
•重度訪問介護
•療養介護
•重度障害者等包括支援

•居宅介護（ホームヘルプ）
•生活介護
•行動援護
•施設入所支援
•児童デイサービス

介護給付

•就労継続支援
•共同生活援助（グループホーム）

•自立訓練
•就労移行支援訓練等給付

●
市
民
に
一
番
身
近
な
市
町
村
が
責

任
を
も
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま

す
。

●
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
量
と
所
得

に
応
じ
た
公
平
な
負
担
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
必
要
な
財
源
は
国
と
地
方

自
治
体
が
費
用
負
担
し
ま
す
。

●
障
害
の
あ
る
人
が
も
っ
と
働
け
る

社
会
に
す
る
た
め
、
就
労
支
援
を
強

化
し
ま
す
。

●
公
平
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る

よ
う
、
利
用
に
関
す
る
手
続
き
や
基

準
を
透
明
化
、
明
確
化
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
障
害
の
種
別
に
よ
っ
て
別
々
に
提
供
さ
れ
て
き
た
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
、
公
費
負
担
医
療
制
度
を
一
元
化
し
た
「
障
害
者
自
立

支
援
法
」
が
４
月
か
ら
段
階
的
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

障害者自立支援法のサービス
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オレンジアーティスト
フェスティバル

11月11日（土）須佐公民館

見島小学校 弥富小学校見島小学校 弥富小学校

国民文化祭は、全国各地で行われている文化活動を全国的な規模で発表し交流するわが国最大の文化の祭典。
国民文化祭やまぐち2006は、11月３日の「文化の日」から12日までの10日間、県内16市町で音楽・舞踊・美術・
文芸など約100事業が披露されます。

○全国、海外から川柳作品（事前投句）を募集　
○川柳大会（入選発表・選評・表彰式）の開催

11月４日（土）

文芸祭「川柳」
（市民館）

○全国から陶芸作品を募集。入選作品を武家屋敷等に展示
○表彰式、作品講評会、陶芸家との交流会
○萩陶芸家協会会員による器と花のコラボレーション

11月３日（金・祝）～12日（日）

陶芸展
（旧久保田家住宅、伊藤博文別邸、旧田中別邸）

45団体が出演
○山口県に伝承されている「山口県の唄と踊り」
○全国各地に伝承されている「全国各地の唄と踊り」
○全国各地で新たに創られた「民謡・民舞の維新」
国民文化祭に初めて登場！
○まちじゅうでよさこい踊りを披露する「とことん総踊り」

11月11日（土）～12日（日）

民謡・民舞の祭典

（市民館、市内各所）

11日

12日

県内から選ばれた舞踊家，愛好家による、田万川のシンボル西堂寺
の伝説をもとにした創作フラメンコの発表
全国からフラメンコ舞踊家を迎え、情熱的な踊りを披露

11月４日（土）～５日（日）

たまがわde！フラメンコ
（田万川コミュニティセンター）

４日

５日

５つのコースに分かれて萩まちじゅう博物館を探訪
①幕末の志士が駆け抜けた萩往還往還コース、②古地図で歩く堀内・
城下町コース、③水とくらし藍場川周辺コース、④寺町・町屋まち
並みコース、⑤維新の里・旧松本村コース
基調講演、パネルディスカッション、明倫小学校児童による「松陰
先生のことば」朗唱

11月４日（土）～５日（日）

シンポジウム
「歴史とまち並み」

（市民館、市内各所）

４日

５日

■事業別フェスティバル 萩市実行委員会が主催して行います。

子ども達が提案する活動のアイデア
や夢を実現（現在19事業）

見島小学校

○おにようずの連凧づくり
　121個の「鬼ようず」を連凧にして
　あげます。

弥富小学校

○弥富大好きっ子オペレッタ
　大型仕掛け絵本を背景に弥富地区の
　昔話を音楽劇で発表。

市民団体など一般の方々が主体
（山口県下14事業）

オレンジアーティスト
フェスティバル

公募した県内小・中・高校生アー
ティストが、アート、ストリー
トダンス、バンド、コントなど
をステージで発表。

■問い合わせ　市民活動推進課内国民文化祭萩市実行委員会（２５・３５９０）

11月11日（土）須佐公民館

平成18年11月3日（金・祝）～11月12日（日）

心ときめくやまぐち発
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　市内に住所のある方で、職場の医療保険（健康保
険、共済組合など）に加入されている方、または生
活保護を受給されている方を除き、全員が世帯単位
で、国民健康保険に加入しなければなりません。
　また、国民健康保険などの加入者が、75歳（65
歳以上で一定の障害のある方）になられたら、老人
保健制度で医療を受ける（老人医療）ことになります。
※昭和７年９月30日以前生まれの方は、従来どお
り老人医療の対象となります。

　事由が発生して14日以内

こんなとき 手続に必要なもの

加
入
す
る

他の市区町村から転入した 転出証明書、印鑑

職場の健康保険を脱退した 職場の健康保険の資格喪失証明書、印鑑

職場の健康保険の被扶養者からはずれた 被扶養者でなくなった資格喪失証明書、印鑑

子どもが生まれた 保険証、母子健康手帳、印鑑

生活保護を受けなくなった 保護廃止決定通知書、印鑑

外国籍のある方が加入する 外国人登録証明書

や
め
る
と
き

他の市区町村へ転出する 保険証、印鑑

職場の健康保険に加入した
職場の健康保険の被扶養者になった

国保の保険証と職場の健康保険の保険証、印鑑
（後者が未交付のときは加入したことを証明するもの）

国保の被保険者が死亡した 保険証、印鑑

生活保護を受け始めた 保険証、保護開始決定通知書、印鑑

外国籍のある方が脱退する 保険証、外国人登録証明書

そ
の
他

退職者医療制度の対象となった 保険証、年金証書、印鑑

退職者医療制度の対象ではなくなった 保険証、印鑑

市内で住所が変わった 保険証、印鑑

世帯主や氏名が変わった 保険証、印鑑

擬制世帯で世帯主を変更したい 保険証、住民登録上の世帯主の同意書、委任状（新国保
世帯主以外の方が届出をされる場合のみ）、印鑑

修学のため、子供が他の市区町村に住む 保険証、在学証明書、印鑑

保険証をなくした、汚して使えなくなった 身分を証明するもの、印鑑（使えなくなった保険証など）

国
民
健
康
保
険
・
老
人
医
療
届
出
は
14
日
以
内
に

▽国民健康保険

▽老人医療
こんなとき 手続に必要なもの

一定の障害（「寝たきり」など）のある方が
65歳になったとき、または65歳を過ぎて、
一定の障害のある状態になった

年金証書・身体障害者手帳・医師の診断書等の書類、
保険証

他の市区町村へ転出する 健康手帳、医療受給者証

他の市区町村から転入してきた 保険証、負担区分等証明書

市内で住所が変わった 健康手帳、医療受給者証、保険証

加入している医療保険が変わった 健康手帳、医療受給者証、新しい保険証

生活保護を受給するようになった
医療保険の資格を失った 健康手帳、医療受給者証、保険証

死亡した 死亡した人の健康手帳、医療受給者証

◎注意しましょう！
　国保加入の届出が遅れると、加入者は届出をした
日ではなく、被保険者の資格を得た日までさかの
ぼって保険料を納めなくてはなりません。
　また、遅れた期間にかかった医療費は全額自己負
担となります。

加 入 対 象 者

届 出 期 限

■問い合わせ　▷国民健康保険　市民課保険係
（２５・３７８１）または各総合事務所市民生活課
▷老人医療　市民課老人保健・年金係（２５・
３２３９）または各総合事務所市民生活課
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萩
の
酒

新
酒
の
季
節
に
な
り
ま
し
た

澄
川
宜た

か
ふ
み史

（
中
小
川
）

　

昔
か
ら
「
百
薬
の
長
」
と
い

わ
れ
て
き
た
日
本
酒
。

　

江
戸
時
代
に
は
１
４
３
軒
の

酒
屋
が
あ
り
、
萩
は
酒
処
と
し

て
発
展
。
酒
造
り
に
欠
か
せ
な

い
美
味
し
い
水
と
米
に
恵
ま

れ
、
現
在
も
13
軒
の
造
り
酒
屋

が
伝
統
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

萩
の
酒
は
全
国
で
も
高
い
評

価
で
、
平
成
14
年
か
ら
３
年
連

続
し
て
、
全
国
新
酒
鑑
評
会
で

金
賞
を
受
賞
。
平
成
16
年
金

賞
を
受
賞
し
た
東
洋
美
人
（
澄

川
）、
長
陽
福
娘
（
岩
崎
）
の

杜と
う
じ氏
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
澄
川
宜
史
さ
ん
（
33
歳
）

（
澄
川
酒
造
場
・
田
万
川
）

　

酒
造
り
を
志
し
て
Ｕ
タ
ー

ン
。
杜
氏
と
し
て
酒
造
り
を
手

掛
け
る
と
と
も
に
、
蔵
元
の
経

営
を
担
う
。
秋
か
ら
春
先
の
酒

造
り
の
季
節
は
杜
氏
と
し
て
精

を
出
し
、
そ
れ
以
外
の
季
節
は

県
外
に
出
て
販

売
を
担
う
。
造

り
と
売
り
の
両

方
の
現
場
を
み

る
。
全
国
的
に

も
若
手
№
１
の

杜
氏
と
の
評
価

も
あ
る
。

　
「
酒
造
り
は
、

気
持
ち
だ
け
で

な
く
、
物
理
と

化
学
と
生
物
も

新
鮮
で
安
心
な

商
品
を
目
指
し
て

つ
つ
じ
生
産
者
出
荷
協
議
会

　

農
産
物
加
工
販
売
所「
つ
つ
じ
」

は
、平
成
16
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
。

地
域
の
生
産
出
荷
者
が
一
堂
に
集

ま
り
、
地
元
の
新
鮮
で
安
心
な
野

菜
、
昔
懐
か
し
い
漬
物
な
ど
の
加

工
品
、
木
工
手
芸
品
等
々
の
出
荷

販
売
と
地
域
の
元
気
を
目
指
し
出

荷
協
議
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
の
会
員
は
、１
５
１
人
、

組
織
は
役
員
12
人
、
集
落
委
員
17

人
で
構
成
さ
れ
、
年
４
回
の
イ
ベ

ン
ト
を
計
画
し
消
費
者
の
皆
さ
ん

と
交
流
を
図
り
、
よ
り
よ
い
商
品

づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
店
頭

に
は
季
節
の
旬
な
商
品
が
沢
山
出

荷
さ
れ
、
年
間
売
上
８
０
０
０
万

円
が
達
成
間
近
で
す
。

　

当
地
区
に
は
、
施
設
園
芸
が
な

く
個
人
の
多
品
目
生
産
の
た
め
野

菜
の
種
類
は
数
多
く
あ
り
ま
す

が
、
冬
場
の
生
産
量
は
減
少
し
ま

す
。
そ
の
た
め
に
計
画
生
産
や
新

商
品
の
開
発
等
に
取
り
組
み
、
研

修
、
先
進
地
の
視
察
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
消
費
者
の
皆
様

に
喜
ば
れ
る
商
品
づ
く
り
に
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

　

是
非
つ
つ
じ
に
ご
来
店
頂
き
ま

す
よ
う
、
和
む
笑
顔
で
従
業
員
一

同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

事
務
局　

神
こ
う
ざ
き崎
享
子

（
５
５
・
０
１
２
８
）

重
要
。
よ
く
、
酒
造
り
は
、
神

秘
的
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は

何
千
、
何
億
と
い
う
化
学
式
の

中
で
の
変
化
の
結
果
で
あ
り
、

さ
ん

南の
う
の野
清
美

（
長
門
市
）

さ
ん

そ
れ
が
神
秘
的

と
い
わ
れ
る

所ゆ
え
ん以
」

　
「
酒
を
通
し

て
人
間
関
係
を

築
き
、
自
分
の

財
産
に
し
た

い
」
と
澄
川
さ

ん
。

◆
南
野
清
美
さ
ん
（
70
歳
）

（
岩
崎
酒
造
・
東
田
町
）

　

県
内
唯
一
の
杜
氏
組
合
、
大

津
杜
氏
組
合
の
組
合
長
（
組
合

員
約
70
人
）。

18
歳
で
酒
造

り
に
入
り
、

半
世
紀
を
越

え
る
。

　
「
酒
造
り

は
、
微
生
物

を
育
て
る
こ

と
。
よ
く
見

て
い
る
と
表

情
が
あ
る
。

例
え
ば
、
生

ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
の

表
情
を
見
れ
ば
、
お
母
さ
ん
に

は
分
か
る
よ
う
に
。
た
だ
生
き

も
の
が
相
手
な
の
で
、
温
度
管

理
な
ど
、
片
時
も
油
断
で
き
な

い
」と
優
し
い
顔
の
南
野
さ
ん
。

　
「
今
年
の
お
酒
は
、
お
米
の

出
来
も
よ
く
味
も
期
待
で
き

る
。
世
界
に
は
い
ろ
い
ろ
お
酒

が
あ
る
が
、
日
本
酒
ほ
ど
技
術

を
要
す
る
も
の
は
類
が
な
い
。

楽
し
く
、
お
い
し
く
飲
ん
で
も

ら
え
る
と
嬉
し
い
」
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外科 内科 小児科

歯科

産婦人科

カレンダーは抜き取ってご利用ください。阿南地区
休日当番医

※休日・夜間当番医の診療時間　翌朝７時まで。歯科は午前９時～午後３時
　阿北地区・阿南地区は午前８時30分～午後５時30分。
   当番医が緊急やむを得ず変わった場合、外科、内科、小児科、産婦人科は消防テレホンサービス
   （☎ 25-7474）、歯科は萩地区消防本部（☎25-2772）で確認してください。

●行政相談（10:00～／むつみコミュニティセンター、むつみ農村環境改善センター）

●行政相談（10:00～／須佐総合事務所）
●萩ブロック交通事故等相談所の出張相談（10:00～／須佐総合事務所）
●田万川総合事務所庁舎竣工式（10:30～／田万川総合事務所）

●市内小学校卒業式（各小学校）

●萩の酒まつり（15:00～／千春楽・味楽亭）

●萩国際大学卒業式（10:30～／萩国際大学体育館）

●出張年金相談所の開設（10:00～／田万川総合事務所）

●行政相談（10:00～／川上公民館）

●川上中学校屋内運動場竣工式（10:00～／川上中学校）

●きれいなまち・萩推進市民会議美化活動（9:00～／明木・農産物加工販売所「つつじ」）

●椿西小学校竣工式（10:00～／椿西小学校）

●無料法律相談（10:00～／市役所）
●心配ごと相談（13:00～／総合福祉センター）

28日（火）
いわたに

（無田ヶ原）

上記以外
の日は
内科で
対応

19日（日）
村上

（唐樋町）
25-2828

21日（火）
ないとう

（平安古町）
25-4145

26日（日）
まつお
（椿東）
26-1222

19日（日）
26日（日）
都志見
（江向）
22-2811

21日（火）
なかむら
（熊谷町）
22-1557

  ５日（日）　川上診療所（川上）　　　〈内科〉　54-2014
12日（日）　武田医院（阿東町）　　　〈内科〉　08395-6-0700
19日（日）　嘉年診療所（阿東町）　　〈内科〉　08395-8-0160
21日（火）　三浦医院（阿東町）　　　〈内科〉　08395-6-0500
26日（日）　藤原医院（阿東町）　　〈内外科〉　08395-4-0331

16

17

18

19

20

21

23

24

25

26

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

22

27

28

水29

木30

金31

鈴木
（船津）
25-4510

萩市民
（椿）
25-1200

メディカル
ポート萩
（堀内）
24-0082

全真会
（玉江浦）
22-4106

山本
（前小畑）
26-0077

玉木
（瓦町）
22-0030

玉木
（瓦町）
22-0030

萩市民
（椿）
25-1200

都志見
（江向）
22-2811

都志見
（江向）
22-2811

玉木
（瓦町）
22-0030

しげおか
（今古萩町）
25-9170

しげおか
（今古萩町）
25-9170

萩市民
（椿）
25-1200

綿貫
（東浜崎町）
25-2020

柳井
（橋本町）
22-0748

平岡
（新川東）
25-7100

中嶋
（今古萩町）
22-2206

萩慈生
（玉江）
25-6622

波多野
（堀内）
25-2788

田町
（東田町）
24-1234

藤原
（土原）
22-0781

池本
（玉江浦）
25-7575

しげおか
（今古萩町）
25-9170

しげおか
（今古萩町）
25-9170

都志見
（江向）
22-2811

都志見
（江向）
22-2811

兼田
（吉田町）
22-1113

花宮
（平安古町）
25-8738

メディカル
ポート萩
（堀内）
24-0082

綿貫
（東浜崎町）
25-2020

中坪
（今魚店町）
22-5430
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内科外科 小児科

歯科

産婦人科

阿北地区
休日当番医

３
主要行事 ●萩市主催・共催の行事 夜間・休日当番医

15 水

●出張年金相談所の開設（10:00～／佐々並支所）
●火災予防運動街頭啓発（10:30～／アトラス萩）

●３月萩市議会定例会（10:00～／農協会館）　24日まで
　一般質問　10日まで（予定）

●心配ごと相談（9:30～／社会福祉協議会田万川支部）

●しろ魚まつり（10:00～／山口県漁協萩地方卸売市場　道の駅「萩しーまーと」横）

●心配ごと相談（13:00～／総合福祉センター）

●こころの相談（13:30～／総合福祉センター）

●行政相談（9:00～／福栄コミュニティセンター）
●人権・行政相談（10:00～／旭高齢者コミュニティセンター、旭マルチメディアセンター）
●心配ごと相談（10:00～／旭高齢者コミュニティセンター）
●心配ごと相談（13:30～／旭マルチメディアセンター）

●市内中学校卒業式（各中学校）
●きれいなまち・萩推進市民会議美化活動（9:00～／椿・ミコー萩店付近）
●年金の休日相談日（9:30～／萩社会保険事務所）

●年金相談19時まで時間延長（8:30～／萩社会保険事務所）

●人権・行政・公証相談（10:00～／総合福祉センター）
●心配ごと相談（13:00～／総合福祉センター）

●人権・行政相談（9:00～／田万川コミュニティセンター）
●心配ごと相談（9:30～／須佐高齢者障害者支援センター、弥富老人憩いの家）

5日（日）
いわたに
（無田ヶ原）

上記以外
の日は
内科で
対応

5日（日）
石川

（吉田町）
22-1246

12日（日）
村田

（浜崎）
22-1729

5日（日）
なかむら
（熊谷町）
22-1557

12日（日）
都志見
（江向）
22-2811

  ５日（日）　斎藤医院（阿武町）　　　〈外科〉　08388-2-2838
12日（日）   むつみ診療所（吉部上）　〈内科〉　08388-6-0149
19日（日）　福川診療所（福井下）　　〈内科〉　52-0027
21日（火）　福賀診療所（阿武町）　　〈内科〉　08388-5-0863
26日（日）　松井医院（下田万）　　〈内外科〉　08387-2-0345

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

水

木

木

金

金

土

日

月

火

水

土

日

月
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波多野
（堀内）
25-2788

めづき
（土原）
22-2248

市原
（塩屋町）
22-0184

田町
（東田町）
24-1234

都志見
（江向）
22-2811

萩慈生
（玉江）
25-6622

しげおか
（今古萩町）
25-9170

中坪
（今魚店町）
22-5430

花宮
（平安古町）
25-8738

玉木
（瓦町）
22-0030

兼田
（吉田町）
22-1113

全真会
（玉江浦）
22-4106

玉木
（瓦町）
22-0030

都志見
（江向）
22-2811

玉木
（瓦町）
22-0030

萩市民
（椿）
25-1200

萩市民
（椿）
25-1200

綿貫
（東浜崎町）
25-2020

藤原
（土原）
22-0781

萩市民
（椿）
25-1200

鈴木
（船津）
25-4510

山本
（前小畑）
26-0077

市原
（塩屋町）
22-0184

柳井
（橋本町）
22-0748

めづき
（土原）
22-2248

中嶋
（今古萩町）
22-2206

平岡
（新川東）
25-7100

中坪
（今魚店町）
22-5430

しげおか
（今古萩町）
25-9170

波多野
（堀内）
25-2788
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萩
市
東
・
西
農
業
委
員
会

委
員
決
定

　

３
月
５
日
任
期
満
了
に
伴
う
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
は
、
立
候
補
届
出

者
が
い
ず
れ
の
選
挙
区
も
定
員
を
超

え
な
か
っ
た
た
め
無
投
票
と
な
り
、

新
し
い
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

○
東
農
業
委
員
会
（
定
数
30
人
）

第
１
選
挙
区
（
田
万
川
・
須
佐
地
域
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
人

第
２
選
挙
区
（
む
つ
み
地
域
）
７
人

第
３
選
挙
区
（
福
栄
地
域
）　 

10
人

○
西
農
業
委
員
会
（
定
数
30
人
）

第
１
選
挙
区
（
萩
地
域
）　　

 

11
人

第
２
選
挙
区
（
萩
地
域
） 　
　

11
人

第
３
選
挙
区
（
川
上
・
旭
地
域
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
人

問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
（
２
５
・
２
９
１
２
）

救
急
車
を
正
し
く
利
用
し

ま
し
ょ
う

　

平
成
17
年
の
救
急
出
動
件
数
は

２
５
２
１
件
で
、
前
年
度
よ
り
１
７

６
件
増
加
し
ま
し
た
。
出
動
件
数
は

年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
内

容
も
複
雑
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
出
動
で
き
る
救
急
車
や
人

員
に
は
限
り
が
あ
り
、
急
を
要
し
な

い
こ
と
で
救
急
車
を
利
用
す
る
と
、

重
病
や
重
傷
患
者
の
救
急
要
請
時

に
救
急
車
が
不
足
し
、
患
者
を
運
ぶ

の
が
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

緊
急
時
以
外
の
救
急
要
請
は
控
え

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
救
急
当
番
医
の
案
内

◯
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　

２
５
・
７
４
７
４

◯
休
日
の
歯
科
等
の
当
番
医
情
報

　
　

消
防
本
部
／
２
５
・
２
７
７
２

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課
救
急
係

　
　
　
　
　
　
（
２
５
・
２
７
８
４
）

障
害
者
用
駐
車
場
へ
の
駐

車
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

　

駐
車
場
に
設
け
て
あ
る
障
害
者
用

駐
車
場
は
、
車
い
す
を
利
用
す
る
方

や
妊
婦
さ
ん
な
ど
、
乗
り
降
り
に
幅

広
い
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
な
方
の
た
め

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　

障
害
を
持
た
な
い
方
は
、
マ
ナ
ー

を
守
り
障
害
者
用
駐
車
場
に
駐
車
し

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
・
障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係　

　
　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
５
２
３
）

住
所
変
更
の
届
出
を
お
忘

れ
な
く

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
年
金
加
入
者

の
皆
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図

る
た
め
、
今
後
、
保
険
料
の
納
付
実

績
や
年
金
見
込
額
を
点
数
化
し
て
分

か
り
や
す
く
通
知
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

お
知
ら
せ

▲駐車はマナーを守って
　ください

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
、
軽
四
輪
・
原
付
等
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

所
有
し
て
い
る
軽
四
輪
・
原
付
等

を
売
却
、
譲
渡
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
さ

れ
た
場
合
は
、
手
続
き
が
完
了
し
て

い
な
い
と
、
い
つ
ま
で
も
軽
自
動
車

税
が
元
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す

の
で
、
必
ず
変
更
手
続
き
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の

　

変
更
手
続
き
を　
　

　
　

行
っ
て
い
ま
す
か手続き 必要なもの

新規登録 所有者の印鑑、申請者の印鑑、
車名・車台番号のわかる書類

廃車 所有者の印鑑、申請者の印鑑、
ナンバープレート

名義変更 新旧所有者の印鑑、申請者の印鑑、
車名・車台番号のわかる書類

　

手
続
き
を
販
売
店
等
代
理
人
に
依

頼
さ
れ
た
場
合
も
、
手
続
き
完
了
の

確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
外
転
出
な
ど
住
所
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
早
め
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
総
務
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
４
７
９
）

■ 125cc以下の原付・小型特殊自動車（農耕用を含む）
の手続きに必要なもの

車　種 手続きの場所

125cc 以下の原付・
小型特殊自動車
（農耕用を含む）

税務課総務管理係、
各総合事務所市民生活課、
支所・出張所

萩
市
役
所

二輪 250cc 以下の
もの

山口県軽自動車協会
（０８３・９２２・８８７７）

山
口
市

二輪 251cc 以上の
もの

中国陸運局山口陸運支局
（０８３・９２２・５３３５）

軽四輪 軽自動車検査協会山口事務所
（０８３・９２４・０５４２）

■手続きの場所

厚
生
年
金
保
険
の
加
入
者
と

　
　
　
　
　
　
　

そ
の
配
偶
者
へ
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予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
通
知
は
年
金
加
入
者
へ
直
接

送
付
す
る
た
め
、
正
確
な
住
所
を
把

握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

厚
生
年
金
保
険
の
加
入
者
や
そ
の

配
偶
者
（
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険

者
）
で
、
住
所
を
変
更
さ
れ
た
場
合

は
速
や
か
に
勤
務
先
へ
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

萩
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
２
４
・
２
１
５
５
）

再
就
職
希
望
者
を

　
　
　
　
　

支
援
し
ま
す

　
（
財
）
21
世
紀
職
業
財
団
で
は
、

育
児
や
介
護
等
で
退
職
し
た
方
の
再

就
職
を
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

■
登
録
対
象
者　

妊
娠
・
出
産
・
育

児
ま
た
は
介
護
を
理
由
に
退
職
し
た

方
で
、
再
就
職
を
希
望
す
る
方

■
支
援
内
容　

再
就
職
準
備
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
、
情
報
誌
の
送
付
、
個

別
相
談

■
登
録
期
間　

４
年
間
（
１
回
に
限

り
更
新
可
）

■
登
録
料　

無
料

申
し
込
み

（
財
）
21
世
紀
職
業
財
団
山
口
事
務

所
（
０
８
３
・
９
２
３
・
２
０
４
１
）

萩
往
還
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト

作
品

　

５
月
３
日
、
４
日
の
２
日
間
行
わ

れ
る
第
３
回
萩
往
還
ま
つ
り
「
技
・

明
木
展
」
に
際
し
て
、
そ
の
舞
台
と

な
る
明
木
市
や
萩
往
還
を
題
材
と
し

た
絵
画
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

◦
子
ど
も
の
部
＝
幼
児
・
小
学
生
・

中
学
生

◦
一
般
の
部
＝
高
校
生
以
上

■
応
募
基
準

•
題
材
＝
明
木
市
の
ま
ち
な
み
や
萩

往
還
（
萩
〜
佐
々
並
の
間
）
の
景
観

•
画
材
＝
水
彩
画

•
サ
イ
ズ
＝
四
つ
切
以
下 

■
応
募
点
数　

一
人
１
点
（
未
発
表

の
も
の
）

■
応
募
方
法　

広
報
課
お
よ
び
旭
総

合
事
務
所
地
域
振
興
課
備
え
付
け
の

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

作
品
と
一
緒
に
持
参
ま
た
は
郵
送

■
応
募
締
切
日　

４
月
20
日（
必
着
）

申
し
込
み

〒
７
５
４
―
０
４
１
１
萩
市
明
木

３
１
７
４　

旭
総
合
事
務
所
地
域
振

興
課
（
５
５
・
０
２
１
１
）　

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

お
で
か
け
日
和
参
加
者

■
と
き　

３
月
25
日
（
土
）

■
と
こ
ろ　

津
和
野
（
島
根
県
）

■
内
容　

Ｓ
Ｌ
や
ま
ぐ
ち
号
に
乗
っ

て
、
津
和
野
へ
お
出
か
け

■
対
象
者　

障
害
者
の
方

■
参
加
費　

高
校
生
以
上
３
７
０
０

円
・
中
学
生
以
下
２
９
０
０
円
（
交

通
費
）

※
昼
食
代
等
は
実
費
で
す
。

■
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

主
催
・
申
し
込
み

３
月
10
日
ま
で
に
、
萩
市
障
害
者
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
２
４
・
５
８
５

８
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
４
・
５
１
５
２
）
金

子
へ　

タ
カ
ラ
ガ
イ
調
査

■
と
き　

３
月
５
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
正
午
（
小
雨
決
行
）

■
集
合
時
間
・
場
所　

午
前
10
時
・

倉
江
ノ
浜
駐
車
場

■
と
こ
ろ　

倉
江
ノ
浜

■
内
容　

浜
辺
で
タ
カ
ラ
ガ
イ
の
貝

殻
を
定
期
的
に
採
集
し
、
萩
の
海
の

環
境
変
化
を
調
査

■
対
象
者　

小
学
４
年
生
以
上
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

■
持
参
品　

買
い
物
袋
２
枚
、帽
子
、

野
外
活
動
の
で
き
る
服
装
・
運
動
靴

（
サ
ン
ダ
ル
は
厳
禁
）

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

主
催
・
申
し
込
み

萩
博
物
館　
　
（
２
５
・
６
４
４
７
）

講座名 講　師 曜日 時　間 受講料
（毎月） 定　員

ソフトバレー ― 毎週月曜 13:00 ～ 16:00 600 円 約 40人

卓球 ―

毎週水曜 13:00 ～ 16:00 600 円 約 40人

毎週木曜 13:00 ～ 16:00 600 円 約 40人

毎週金曜 18:30 ～ 21:30 600 円 約 40人

入門クラス 田原直人
田原知恵子

毎週木曜 9:00 ～ 10:15 700 円 約 60人

初級クラス 毎週木曜 10:30 ～ 11:45 700 円 約 60人

萩社交ダンス 沼田勝美 毎週金曜 9:00 ～ 12:00 700 円 約 80人

レク＆
フォークダンス 鈴川弘子 毎週金曜 13:00 ～ 15:00 700 円 約 50人

ソフト
エアロビクス 斉藤みよ子 毎週月曜 19:30 ～ 21:00 2,000 円 約 40人

太極拳（初級）
岳　凌楓

毎週土曜 17:00 ～ 18:00 3,000 円 約 30人

太極拳（入門） 毎週日曜 17:00 ～ 18:00 3,000 円 約 30人

健
康
を

　
　

楽
し
む
会

社
交
ダ
ン
ス

　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩
は
、
指
定
管
理
者

が
運
営
し
て
い
る
市
の
施
設
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
文
化
の
向

上
を
図
る
た
め
、
講
座
を
開
講
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
催
期
間　

４
月
〜
平
成
19
年
３

月

■
対
象
者　

社
会
人

■
申
込
方
法　

３
月
15
日
ま
で
に
、

サ
ン
ラ
イ
フ
萩
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
に
記
入
の
う
え
提
出

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
―
０
０
２
５
萩
市
土
原

５
２
６　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

　
　
　
　
　
　
（
２
６
・
１
３
３
３
）

注）１　定員は若干変わることがあります。応募多数の場合は抽選により決定
　　２　太極拳の初級は１年程度経験のある方、入門は初めての方
　　３　多目的ホールで他の行事が行われる場合には、開催日を変更します

■講座内容 サ
ン
ラ
イ
フ
萩
講
座
受
講
生
募
集

募　

集
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学
生
は
保
護
者
同
伴
）

■
持
参
品　

火
バ
サ
ミ
、
買
い
物
袋

２
枚
、
帽
子
、
野
外
活
動
の
で
き
る

服
装
・
運
動
靴
（
サ
ン
ダ
ル
は
厳
禁
）

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

主
催
・
申
し
込
み

萩
博
物
館　
　
（
２
５
・
６
４
４
７
）

浜
の
お
母
ち
ゃ
ん
に
よ
る

　
　
　

男
の
魚
料
理
教
室

　

日
頃
な
か
な
か
台
所
に
立
つ
こ
と

が
少
な
い
男
性
を
対
象
に
、
地
元
で

獲
れ
る
新
鮮
な
魚
介
類
を
使
い
ま

す
。

■
と
き　

３
月
26
日
（
日
）
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

■
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

■
内
容　

旬
の
地
魚
を
使
用
し
た
魚

の
捌さ

ば

き
方
を
は
じ
め
手
軽
で
簡
単
な

魚
料
理
の
実
習
お
よ
び
試
食
会

■
対
象
者　

今
ま
で
魚
を
捌
い
た
こ

と
が
な
い
方
、
魚
料
理
を
作
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
る
方

■
講
師　

山
口
県
漁
協
は
ぎ
女
性
部

■
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

■
参
加
費　

３
０
０
円
（
材
料
費
）

■
定
員　

30
人

■
主
催　

阿
武
萩
地
区
魚
食
普
及
推

進
協
議
会

申
し
込
み

３
月
15
日
ま
で
に
、
水
産
課

（
２
５
・
２
２
３
０
）
へ

人
権
・
行
政
・
公
証
相
談

■
と
き　

３
月
14
日
（
火
）
午
前
10

時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

境
界
線
問
題
、
い
じ
め
・

体
罰
の
問
題
、
家
庭
内
・
近
隣
と
の

ト
ラ
ブ
ル
、
国
・
県
・
市
へ
の
要
望
、

苦
情
、
遺
言
等

※
受
付
は
直
接
会
場
で
行
い
ま
す
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

　
　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
３
７
３
）

無
料
法
律
相
談
（
予
約
制
）

■
と
き　

３
月
28
日
（
火
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所

■
受
付　

市
役
所
案
内
係

■
弁
護
士　

山
口
正
之

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先
着

12
人
、
１
人
20
分
）

※
事
前
に
予
約
申
込
が
必
要
で
す
。

主
催
・
申
し
込
み

市
民
活
動
推
進
課

　
　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
３
７
３
）

萩
の
酒
ま
つ
り

　

萩
産
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
と
お

　

市
で
は
、
二
重
払
い
の
防
止
等

の
た
め
、平
成
17
年
度
分
か
ら「
口

座
振
替
済
通
知
書
」
の
発
送
を
廃

止
し
ま
す
。
引
き
続
き
発
送
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
各
担
当
課
で
受

け
付
け
ま
す
。

◎
市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税

収
納
課　
　

 

（
２
５
・
３
５
７
５
）

◎
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
・

分
担
金

下
水
道
建
設
課

　
　
　
　
　

 

（
２
５
・
４
６
５
１
）

◎
保
育
料
・
児
童
ク
ラ
ブ
保
護
者

負
担
金

社
会
福
祉
課
（
２
５
・
３
５
３
６
）

市
税
等
の

口
座
振
替
済
通
知
書
の

　
　

発
送
を
廃
止
し
ま
す

漂
着
物
を
調
べ
よ
う

■
と
き　

３
月
５
日
（
日
）
午
後
１

時
〜
３
時
（
小
雨
決
行
）

■
集
合
時
間
・
場
所　

午
後
１
時
・

倉
江
ノ
浜
駐
車
場

■
と
こ
ろ　

倉
江
ノ
浜

■
内
容　

萩
の
浜
辺
に
ど
の
よ
う
な

物
が
ど
こ
か
ら
流
れ
着
い
て
い
る
か

を
調
査

■
対
象
者　

小
学
４
年
生
以
上
（
小

酒
を
、
座
っ
て
じ
っ
く
り
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
と
き　

３
月
19
日
（
日
）
午
後
３

時
〜
５
時
30
分

■
と
こ
ろ　

千
春
楽
味
楽
亭（
堀
内
）

■
内
容　

利
き
酒
競
技
会
、
酒
と
肴

を
楽
し
む
会

■
参
加
費　

男
性
５
０
０
０
円
、
女

性
４
０
０
０
円

■
定
員　

２
０
０
人

主
催
・
申
し
込
み

商
工
課
内
萩
の
酒
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
２
５
・
３
１
０
８
）

新
沢
と
し
ひ
こ
ラ
イ
ブ

■
と
き　

３
月
18
日
（
土
）
午
後
６

時
〜
８
時
（
開
場
午
後
５
時
30
分
）

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
内
容　

新し
ん
ざ
わ沢

と
し
ひ
こ
（
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）
の
ソ
ロ
コ

ン
サ
ー
ト（
ピ
ア
ノ
な
ど
弾
き
語
り
）

■
入
場
料　

一
般
３
０
０
０
円
、
当

日
５
０
０
円
増
（
全
席
自
由
）

※
小
学
生
以
下
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

い
っ
ぽ
い
っ
ぽ
の
会（
０
９
０
・
６
８

３
８
・
３
６
５
７
）
阿
武

寄
付

　

萩
光
塩
学
院
小
学
校
か
ら
、
萩
市

の
児
童
福
祉
の
た
め
に
、
現
金
１
万

円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
保
育
園

16
日
木　

土
原
、
越
ヶ
浜
、
三
見
、

新
川
、
椿
東

17
日
金　

椿
、
山
田

19
日
日　

む
つ
み

22
日
水　

相
島
季
節
保
育
所

23
日
木　

日
の
丸
、
見
島

25
日
土　

大
島
、
大
井
、
春
日
、
田

万
川
、
田
万
川
保
育
園
小
川
分
園
、

須
佐
、
弥
富
、
あ
さ
ひ
、
あ
さ
ひ
保

育
園
佐
々
並
分
園
、
紫
福
、
福
川

28
日
火　

川
上

29
日
水　

住
の
江

■
幼
稚
園

21
日
火　

萩
光
塩
学
院
幼
稚
園

22
日
水　

萩
幼
稚
園

■
小
・
中
学
校

11
日
土　

市
立
中
学
校
、
木
間
小
学

校
、
萩
光
塩
学
院
中

18
日
土　

市
立
小
学
校
、
萩
光
塩
学

院
小

■
高
校
・
そ
の
他

１
日
水　

萩
、
萩
商
業
、
萩
工
業
、

徳
佐
高
高
俣
分
校
、
奈
古
高
須
佐
分

校３
日
金　

萩
准
看
護
学
校

７
日
火　

萩
看
護
学
校

14
日
火　

萩
養
護
学
校

20
日
月　

萩
国
際
大
学

卒
業
（
園
）
式
の
日
程

　
　
　
　
　
　
（
３
月
）
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▲「スピリットオブオセアニス」

　

今
年
も
萩
の
し
ろ
魚
を
Ｐ
Ｒ
す
る

「
し
ろ
魚
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

し
ろ
魚
は
、
２
月
中
旬
か
ら
４
月

上
旬
に
獲
れ
る
小
魚
で
、
生
き
た
ま

ま
水
洗
い
し
酢
醤
油
を
つ
け
て
食
べ

る
「
お
ど
り
食
い
」
が
珍
味
で
す
。

　

ま
つ
り
で
は
、
お
ど
り
食
い
の
無

料
試
食
の
ほ
か
、伝
統
的
な
漁
法「
四

つ
手
網
」
の
体
験
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

３
月
５
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

県
漁
協
萩
地
方
卸
売
市

場
（
道
の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」
横
）

■
主
な
催
し

•
し
ろ
魚
お
ど
り
食
い
試
食
（
午
前

10
時
30
分
〜
、
午
後
１
時
30
分
〜
）

•
し
ろ
魚
即
売（
１
袋
１
０
０
０
円
）

•
屋
台
（
し
ろ
魚
雑
炊
、
し
ろ
魚
う

ど
ん
、
軽
食
等
）

•
四
つ
手
網
体
験
（
１
５
０
０
円
、

体
験
者
に
し
ろ
魚
１
袋
プ
レ
ゼ
ン

ト
）問

い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
協
会
（
２
５
・
１
７
５
０
）

し
ろ
魚
ま
つ
り

　

平
成
16
年
７
月
に
開
業
し
た
「
萩

八
景
遊
覧
船
」
が
、
今
年
も
、
３
月

１
日
（
水
）
か
ら
運
航
し
ま
す
。

　

指
月
山
、
堀
内
や
平
安
古
の
武

家
屋
敷
を
海
や
川
か
ら
眺
め
る
こ
と

が
で
き
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
昨

年
の
５
月
に
予
想
よ
り
早
く
乗
客
数

１
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

■
運
航
期
間　

３
月
１
日
（
水
）
〜

　

11
月
30
日
（
木
）

　

今
年
、
３
隻
の
観
光
客
船
が
萩
へ

寄
港
し
ま
す
。「
ス
ピ
リ
ッ
ト
オ
ブ

オ
セ
ア
ニ
ス
」
と
「
ク
リ
ッ
パ
ー
オ

デ
ッ
セ
イ
」
は
、
外
国
人
観
光
客
の

客
船
で
す
。
乗
客
の
皆
さ
ん
は
下
船

し
、
萩
市
内
を
観
光
さ
れ
ま
す
。

◯
ク
リ
ッ
パ
ー
オ
デ
ッ
セ
イ

■
船
籍　

バ
ハ
マ

■
総
ト
ン
数　

５
２
１
８
t

■
最
大
乗
客
数　

１
２
０
人

■
寄
港
日　

４
月
25
日
（
火
）、
５

　

月
５
日
（
金
）、５
月
17
日
（
水
）、

　

５
月
27
日（
土
）、６
月
８
日（
木
）、

　

８
月
11
日
（
金
）

　

４
月
１
日
か
ら
、
萩
・
石
見
空

港
発
着
の
東
京
便
、
大
阪
便
の
航

空
ダ
イ
ヤ
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

東
京
便
は
午
前
便
と
な
り
、
東

京
に
出
張
す
る
場
合
に
は
ま
す
ま

す
便
利
に
な
り
ま
す
。大
阪
便
は
、

大
阪
着
が
夕
方
と
な
り
ま
す
が
、

次
の
日
昼
過
ぎ
ま
で
ゆ
っ
く
り
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

観
光
課　
　
（
２
５
・
３
１
３
９
）

■新ダイヤ 萩
・
石
見
空
港
の

ダ
イ
ヤ
が
変
わ
り
ま
す

東京 （大阪） 萩・石見空港  （大阪）  東京

出発 到着 出発 到着

6:55 ⇒ 8:25 9:30 ⇒ 10:55

13:00
着 14:00

15:50 16:15
着 17:15

19:10
発 14:45 発 18:00

昨年のしろ魚おどり食い試食

海
か
ら
、
観
光
客
を

　
　

お
迎
え
し
ま
す

萩
八
景
遊
覧
船

３
月
１
日
運
航
開
始

萩
ま
ち
じ
ゅ
う
味
め
ぐ
り

◯
ス
ピ
リ
ッ
ト
オ
ブ
オ
セ
ア
ニ
ス

　

萩
へ
は
初
め
て
寄
港
し
ま
す
。

■
船
籍　

バ
ハ
マ

■
総
ト
ン
数　

４
２
０
０
t

■
最
大
乗
客
数　

１
１
４
人

■
寄
港
日　

３
月
17
日
（
金
）、
３

　

月
23
日
（
木
）、４
月
６
日
（
木
）、

　

４
月
13
日（
木
）、４
月
19
日（
水
）、

　

10
月
７
日（
土
）、10
月
21
日（
土
）、

　

10
月
27
日
（
金
）、11
月
７
日
（
火
）

◯
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す

■
船
籍　

日
本

■
総
ト
ン
数　

２
万
６
５
１
８
t

■
最
大
乗
客
数　

６
９
６
人

■
寄
港
日　

９
月
４
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ

観
光
課　
　
（
２
５
・
３
１
３
９
）

■
乗
降
場
所　

指
月
小
橋
横（
堀
内
）

■
運
航
コ
ー
ス
（
約
40
分
）

　

指
月
小
橋
〜
堀
内
〜
常
盤
橋
〜
平

　

安
古
〜
玉
江
橋
〜
旧
田
中
別
邸　

　
（
折
り
返
し
）

■
運
航
時
間　

◦
３
月
〜
10
月　

午
前
９
時
〜
午
後

　

５
時
（
受
付
午
後
４
時
ま
で
）

◦
11
月　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
10

　

分
（
受
付
午
後
３
時
ま
で
）

※
予
約
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■
料
金　

大
人
１
２
０
０
円
、

　
　
　
　

小
学
生
以
下
６
０
０
円

申
し
込
み

観
光
課　
　
（
２
５
・
３
１
３
９
）

▷ ▷ ▷ ▷

▲「スピリットオブオセアニス」

◎歓迎セレモニー（予定）
　３月 17日　午前８時 30分　萩港
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co
n

g
ratu

latio
n

お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

co
n

g
ratu

latio
n

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

co
n

d
o

len
ce

お悔やみ申し上げます
氏　名 年齢 住　所死亡日

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。
（敬称略）※2月1日～2月15日受付分

早春の風物詩　しろ魚漁表紙

　萩市を流れる松本川河口の雁島橋付近と姥倉運河で、藩
政時代から続く伝統の漁法で、萩の早春の風物詩、四つ手
網漁が始まった。畳５、６枚大の網を張った「四つ手」網
を川底に沈め、産卵のために上ってくるしろ魚を待ち、こ
ろあいをみて網を上げ、長さ３ｍの柄

ひしゃく

杓をトントンと操り
すくい獲る。狙い目は満ち潮。５㎝程の透きとおる身のし
ろ魚は、市内の料理店で味わえる。生きたままを酢醤油で

慶弔だより

取 材
日 記

　例年より遅い春の訪れは、花の開花から感じることがで
きます。昨年は「たしか１月中旬には梅の花を見たよう
な・・・」と思われる方も多いことでしょうが、今年は２
月の中旬頃にやっと開き始めました。
　ウメの学名は「Prunus mume（プルヌス ムメ）」ですが、
この名前は幕末の医者であり日本をヨーロッパに広く紹介
したシーボルトがつけたものです。
　藩政時代当時はウメを「うめ」と「むめ」の二つの呼び
方があり、シーボルトは後者の「むめ」と聞いていたので
しょう。もしも「うめ」を聞いていたならば学名も「ume
（ウメ）」となったはずです。
　おそらくこの梅の花は「白加賀（しろかが）」と思われ
ます。いよいよ遅い春の演出家の出番です。

ウ メ（梅）

椿地区「梅林園」にて

味わうおどり食いが有名。
　２月18日、観光協会に
よる豊漁祈願祭が行われ、
昨年の水揚げ５０９㎏を上
回る1,000㎏を祈願。
　３月５日には、萩しー
まーと横で、「萩・しろ魚
まつり」が開催される。
　漁は２月末から本格化、
桜が咲く４月はじめまで。
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